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あ い さ つ 

 

 本日ここに、「令和６年度 主任児童委員研修」を開催するにあたり、主催者を代表し

てご挨拶申し上げます。 

 

さて、本研修会は、主任児童委員に求められる役割を再確認するとともに、関係機関

との連携・協働のあり方を考えることを目的として開催しております。 

加えて、「沖縄県 DX推進計画」に基づき沖縄県より受託し実施する研修の一部をオン

ラインまたはオンデマンド配信にて、沖縄県社会福祉協議会との共催により開催するも

のであります。 

 

今日では、頻発する災害への備え、また孤独死や引きこもり、児童虐待等、様々な地

域課題が顕在化し、あらためて住民同士がつながり、支え合う地域づくりの必要性が高

まっております。そして地域住民に寄り添い、課題を発見して専門機関につなぐ民生委

員・児童委員への期待はますます大きくなっています。 

 

そのような中、今回の研修会では、子どもたちの明るい未来を実現するために、主任

児童委員の皆様が、それぞれの役割の重要性を再確認し、子育て支援や地域福祉の実践

者として必要な視点を学んでいただくために、ふくしと教育の実践研究所 SOLA 主宰の

新崎 国広 氏より、ご講義いただくことになっております。 

 

今回のオンデマンド配信の録画に快く応じていただきました講師の新崎 国広 氏には、

多大な御尽力をいただきましたことに、あらためてお礼申し上げます。 

 

結びに、本研究協議会で得た学習を今後の更なる活動に生かされるようお願い申し上

げまして、私の挨拶とさせていただきます。 

 

                     

 

 令和 7年 3月 

                      沖縄県民生委員児童委員協議会 

                       会 長  屋 宜  恒 一 

 

 





令和 6年度 第１回 主任児童委員研修【オンデマンド配信】 

実 施 要 項 

 
１ 趣 旨                                                                           

少子高齢社会が進むなか、子どもの貧困をはじめとする生活困窮や社会的孤立、育児不安

や養育力の低下、児童虐待件数の増加など、子どもたちの健やかな育ちに関わる多様な課題

が顕在化しています。 

その中で、児童委員・主任児童委員には、地域の中で気になる子どもやその家庭に「気づき」、

「寄り添い」、「見守り」、「繋げる」活動を中心に、様々な関係機関と連携・協働しながら支援し

ていくことが期待されています。 

 本研修では、昨今の子どもを取り巻く現状や社会情勢の変化を意識しながら、主任児童委員

に求められる役割を再確認するとともに、関係機関との連携・協働のあり方を考える機会として

開催します。 

 

２ 研修目標                                                                       

（1）主任児童委員活動の活性化に向けて必要な知識・技術を学ぶ。 

（2）福祉における諸問題の現状について理解を深めるとともに、必要な知識や技術を習得する。 

 
 

3 主 催                                                                          

  沖縄県、沖縄県社会福祉協議会、沖縄県民生委員児童委員協議会  

 

4 参加対象                                                                       

【対象】主任児童委員  
 

5 開催方法・受講方法                                                              

● オンデマンド配信（動画視聴による受講） 
 

6 参加費                                                                         

⚫ 受講料は無料です。 

⚫ 本研修会は、動画視聴による研修の為、旅費等は発生いたしませんので予めご了承下さい。 
 

7 配信期間                                                                       

  令和 7年 3月 1日（土）～令和 7年 5月 31日（土） 

※配信の開始時期は前後する場合があります。 

8 申込期限                                                                       

  令和 7年 1月 31日（金） ※必着 

  ※システムの管理、上記期限を過ぎますと自動的に受付が不可となります。申込期限を

厳守いただきますようお願いします。 

９ 申込方法・開催要項等のダウンロードについて                                                         

  ●市町村民児協での申込みをお願いいたします。全ての主任児童委員を対象となりますので、 

視聴予定人数を申込み時にお知らせください。 
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（１）本会ホームページ内「福祉人材研修センター主催の研修（研修管理システム）」から申込。 

（ID とパスワードが必要です）https://www.shakyo-kensyu.jp/okinawa/ 

※研修申込みには、ID とパスワードが必要となります。事前に事業所登録を行い、ID とパス 

ワードを取得してください。事業所登録の方法については、研修管理システムページ内の 

新規登録またはシステムへの事業所登録方法を参照ください。 

※すでに事業所登録がお済みの場合は、新たな登録は不要です。取得した ID とパスワードで

ログインし、受講申し込みください。 

（２）開催要項は上記研修管理システムよりダウンロードできます。 

 

10 受講者の決定・通知等の送付（メール）                                                  

 （１）申込締切後、研修管理システムに登録いただいたメールアドレスへ視聴専用アドレス（URL

※パスワード付）と研修資料データがダウンロードできるアドレスをお知らせします。動画視聴

のためのアドレス（パスワード）は民生委員・児童委員、事務局以外には伝えないようにご配

慮ください。 

（２）視聴については、個人単位、単位民児協単位、市町村民児協単位いずれの方法も可といた

します。視聴場所及び動画視聴に必要な機材はそれぞれご準備願います。 

（３）その他視聴方法の詳細については、視聴専用アドレスの送付時に別途お知らせいたします。 

（４）研修資料データは必要に応じダウンロードし、印刷してください。研修資料冊子の送付を希

望される場合は、受講申し込み時に必要部数をお申込みください。 

 

11 禁止事項                                                                          

・次のいずれかに該当する行為または該当すると本会が判断する行為を行わないものとする。 

（１）本会または第三者の知的財産権、肖像権、プライバシーの権利、名誉、その他の権利また   

は利益を侵害する行為 

（２）本研修の利用形態を超えて利用する行為（録画、録音、撮影、転載等） 

（３）研修で使用する URL等を研修参加者以外の者が利用する行為 

（４）研修で使用する URLを他者へ提供したり、共有サイト等に掲載する行為 

（５）SNSや各種ホームページサイト上での本会または本研修に対する誹謗中傷や他の受講 

者への嫌がらせの書き込みなどを行う等、本研修の健全な運営を妨げること 

（６）その他、本会が不適切と判断する行為 

   ※禁止事項に反した場合、法的責任に問われる場合がございます。 
 

 

12 個人情報の取扱いについて                                                       

 「参加申込書」に記載された個人情報は、本研修会の運営管理の目的にのみ使用いたします。 

13申込・問合せ先                                                                 

  沖縄県社会福祉協議会 福祉人材研修センター （担当：金城） 

      〒 903-8603  那覇市首里石嶺町 4－373－1 西棟 3Ｆ 

      TEL ０９８－８８２－５７０３  FAX ０９８－８８７－１０７１ 

      Mail kensyuu@okishakyo.or.jp 
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令和 6年度 第１回主任児童委員研修【オンデマンド配信】 

研修日程及び内容 

 

●配信期間：令和 7年 3月 1日（土）～令和７年 5月 31日（土） 

 ※配信開始時期は前後する場合があります。 

※研修内容は、講師等の都合により変更する場合があります。 
 

時 間 内 容 

【講義】 

（90分） 

※途中休憩あり 

【講話】 ※動画視聴 

 「子どもの笑顔は地域の宝  

子どもを護り育む行政や学校との連携 

 ～主任児童委員の皆さんは“助け上手 助けられ上手”になろう！～」 

   

ふくしと教育の実践研究所 SOLA（Social Labo）主宰 

新崎 国広（社会福祉士） 
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【講話】 

 

「子どもの笑顔は地域の宝  

子どもを護り育む行政や学校との連携 

 ～主任児童委員の皆さんは“助け上手 助けられ上手”になろう！～」 

 

ふくしと教育の実践研究所 SOLA（Social Labo）主宰 

新崎 国広 氏 
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【講師プロフィール】 

新崎国広（あらさき くにひろ） 

＜職歴・教職歴＞ 

1978年、肢体不自由児施設にてソーシャルワーカー兼ボランティア 

コーディネーターとして従事。働きながら、社会福祉士資格取得、 

大阪教育大学大学院修士課程修了。  

1999年 4月、専門学校専任講師、2001年 4月 中部学院大学助教授、 

2003年 4月より大阪教育大学教育学部発達人間福祉学講座 准教授。 

2017年 4月より大阪教育大学教育協働学科教育心理科学講座 教授。 

        大阪教育大学大学院教育学研究科 教育ファシリテーションコース 教授。 

2020年 4月より大阪教育大学教育協働学科教育心理科学講座特任教授。2023年 3月退職 

2023年 4月より「ふくしと教育の実践研究所 SOLA(Social Labo)」主宰  

2023年 4月現在は、大阪教育大学・関西大学・桃山学院大学等非常勤講師  

 

《著 書》  

 『教育支援人材とチームアプローチ-社会と協働する学校と子ども支援』、書肆クラルテ、2016 

 『新・福祉教育ハンドブック』 （分担執筆）全国社会福祉協議会、2014 

 『なぎさの福祉コミュニティを拓く-福祉施設の新たな挑戦』(編著)大学教育出版、2013 

 『岡村理論の継承と展開 第 2巻自発的社会福祉と地域福祉』(分担執筆)、ミネルヴァ書房、２０12 

  福祉教育教材集『ぬくもり』（執筆・監修）、全８１頁、大阪府教育委員会、2010 

『ボランティア論』（分担執筆）ミネルヴァ書房、2010  

 『ソーシャルインクルージョンへの挑戦』（分担執筆）明石書店、2007 

 『先生のための福祉教育ガイド』(編著)、滋賀県社会福祉協議会 、2007 

 『福祉教育のすすめ』（編著）ミネルヴァ書房、2006 

 『社会福祉施設ボランティアコーディネーションのめざすもの』編著 久美株式会社 、2005 

 『社会福祉施設ボランティアコーディネーションの実際』監修・執筆 久美株式会社、2005 

 『よくわかる社会福祉』『よくわかる地域福祉』（分担執筆）中央法規出版、2002 

 『ボランティアのすすめ』（分担執筆）ミネルヴァ書房、2005 

 

《社会的活動》 

日本福祉教育・ボランティア学習学会元理事(2022年 10月まで) 

日本教育支援協働学会理事(2023年 3月まで) 

内閣府 「子供・若者支援地域ネットワーク強化推進事業」及び「子ども・若者総合相談センター 

強化推進事業」アドバイザー 

大阪府「多機関・多分野が協働した包括的な支援体制の構築に向けた市町村支援事業」 

スーパーバイザー 
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学校と福祉を 

つなぐ事例集 

 

 

 

 
 

発行：学校と福祉の連携プロジェクト委員会 

（事務局：豊中市社会福祉協議会） 

～気づく・つながる・支えていく～ 
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～ 発行にあたって ～ 

 

令和元年（2019年）、豊中市の委託で本会に地域共生推進員が配置されま

した。そこで、生活課題を抱える子どもと親などに対して包括的な支援が行

えるよう「学校と福祉の連携プロジェクト」を立ち上げました。これまでに、

SSW と CSW の意見交換会や『教職員のための福祉との連携ガイド』の作

成、福祉と学校の連携モデル校の設置などを通じて、学校で気になる子ども

と家庭を早期に発見し、相談・支援につなぐことをすすめてきました。４年

目となる令和４年度は、これまでの連携で支えることができた事例の一部を

学校現場にご紹介することで、いち早く、より多くの子どもと家庭の生活改

善につながることを目的に事例集を発行することとなりました。 

 子どもの貧困、孤独、虐待、ヤングケアラーなど、子ども達をめぐる状況

は、コロナ禍でますます厳しくなっています。この事例集が、子どもの未来

に少しでも希望となり、福祉につながるきっかけとしてご活用いただければ

幸いです。 

 最後に、事例集の作成にあたり、個人情報保護の観点から支援内容に影響

のない範囲で加工した事例を掲載しています。ご協力をいただきました関係

者のみなさまに感謝いたします。 

 

令和 4年９月 

社会福祉法人 豊中市社会福祉協議会 
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１．連携のサイン（一例）※具体的な事例は P.5から紹介しています 

Ｑ：「生活困窮で経済的に苦しい」（修学旅行費の積立てができない、学級費
や給食費を滞納している等） 

 

Ａ：食料品の支援など、生活の様々な相談にのり支援を行います。 

Ｑ：「朝、起きられず学校に行けない」「通院できていない」 

  
Ａ：利用できる制度の提案やボランティア等による支援体制づくり、CSW

による個別支援などを行います。 

Ｑ：「進学費用を用意できない」「奨学金制度が分からない」 
 

A：就学援助や奨学金、大阪府生活福祉資金 教育支援資金貸付の手続き

支援等ができます。 

Ｑ：「家が片づけられない」「衣類が臭う」 

 
Ａ：家の片づけ支援や、ヘルパー利用の案内、生活支援サービス等、ボラン

ティアを紹介します。 

Ｑ：「外国ルーツの親子が生活習慣等で困っているようである」 
 

Ａ：母語で相談ができるように、とよなか国際交流協会と連携し、通訳を依
頼。困りごとを把握し生活支援等を行います。 

Ｑ：「保護者が孤立し精神的に不安がある」 
 

Ａ：保健師との連携や、主任児童委員の紹介、こども食堂等で親子の仲間づ
くり支援を行います。 

Ｑ：「家庭での様子が気になるが支援の方針がたたない」 
 

Ａ：こども相談課でコミュニティソーシャルワーカーなど関係者と支援体制
を協議します。（個別ケース検討会議等） 
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2．連携の方法 

○学校内で検討、課題解決に向けての取り組み 

（管理職・養護教諭・生徒指導担当・担任・SSW・SCなど） 
 

○学校・地域・関係機関とのチームづくり 

（見守り・役割分担・相談体制づくり等） 

発見 相談 

困っている児童・生徒・保護者 

校内だけで対応できない場合は… 

●虐待あるいは疑いがある 

●ヤングケアラーあるいは疑いがある 

●支援の方針がたたない 

●生活課題が見えている 

●伴走支援が必要 

こども相談課 こども家庭相談係 

06-6852-8448（虐待） 

06-6852-5544（ヤングケアラー） 

社会福祉協議会 

ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶ（ーCSW） 

06-6848-1279 

必要に応じて

相談・連携 

個別ケース検討 ＣＳＷなどによる家庭訪問 

アセスメント 

支援体制を確保 相談支援の開始 

学校と情報共有しながらすすめていく 
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＜SSW＞ 

・教員に子どもの家庭の福祉課

題の発見や気づきを促す 

・校内体制を整えて外部支援な

どの連携を図る 

【課題】 

・一年契約である   

・社会資源の把握や地域とのつ

ながりづくりなどは行いにくい 

・勤務体制が一つの学校に常駐

ではない為、継続支援や時間外

での対応が困難 

・交流会の実施（全体会及び圏域ごとのグループ開催） 

・学校からの要請でケース会議 

＜CSW＞ 

・生活支援や地域でのネットワーク

があり具体的な支援を行える（例：家

の片づけ、登校支援、手続き支援(外国

人含む)、通院支援、学習支援 等） 

・こども宅食などをとおして家庭支

援へのアプローチがしやすい（子ども

食堂などへのつなぎ、主任児童委員と

の見守りネットワークの構築 等） 

【課題】 

・学校内からの SOSがないと問題発

見がなかなか難しい 

連 携 

3.スクールソーシャルワーカー（SSW）とコミュニティソーシャルワーカー

（CSW）の役割 

【用語説明】 

コミュニティソーシャルワーカー（CSW）は、制度の狭間の問題など個

別の課題に対応する専門職です。豊中では市社協に配置され、７つの生

活圏域に分けて担当しています。 
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４．連携事例 （個人情報保護の観点から実際の事例の一部を改編し紹介しています） 
 
学校の教職員・養護教諭と CSW、行政職員等、多職種連携や、民生児童委員・主任児童

委員・ボランティア等のインフォーマルな支援者と協働することは、連携・協働すること自
体が目的ではなく“手段・方法”です。多職種連携や協働することの本来の目的は、“子どもた

ちの最大幸福”です。そして、連携・協働を円滑にする方法は、それぞれが個々の強みと弱
みを理解して“助け上手・助けられ上手”になることです。 

本事例集では、貧困の連鎖やヤングケアラー、外国人世帯への対応等、様々な専門職や行
政職員と、福祉関係者の協働の必要性について実践事例を通して、“助け上手・助けられ上

手”のポイントを紹介します。 
※監修及びつながるポイントの作成：大阪教育大学特任教授 新崎国広さん 

 

Ⅰ. 学校・主任児童委員と CSWの協働により予防的支援につながった事例 

事例 １ 昼休みになると廊下へ出ていく生徒に気づいたことから家族の生

活改善・学習支援へとつながり進学をサポートできた事例 

相談経路 中学校の担任→校長→ＣＳＷ 

家族の状況 母子世帯、中学生の本人と引きこもりの兄 

母はダブルワークだが困窮していた 

ケース概要 昼休みになると廊下へ出ていく生徒の様子を気にした担任が、校長

に相談。本人との面談を CSWに依頼されたことで家計の様子が分

かったことから、家族とつながる。生活費の相談や兄の就労支援、

本人の参加できる子ども食堂を立ち上げ、学習支援などを行い、進

学を支援。高校進学後も子ども食堂のボランティアとして活躍。 

支援の内容 ①食材支援 ②子ども食堂への案内(学習支援) 

③生活費や教育支援資金などの手続き ④兄の就労支援 

⑤ボランティアとしての本人の居場所の支援 

つながるポイント 教職員の強みは、学校内での子どもたちの様子や変化に最も早く気

づくことができることです。本事例は、昼食時に生徒が教室外に出

て行くという行動に担任教師が気づき、校長から CSWにホウレン

ソウ（報告・連絡・相談）を行ったことが、早期に問題を発見し、

支援につながった好例です。日頃からの、学校と CSWの両者の信

頼関係の形成が、早期に問題発見・対応につながったといえます。 
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事例 ２ 主任児童委員が家庭の様子から課題を感じ包括的支援につながっ

た事例 

相談経路 主任児童委員→CSW→学校 

家族の状況 両親と小学生の本人と弟 

ケース概要 父が病気を発症し、母が仕事と育児と家事で精一杯の様子に気づい

た主任児童委員が母に声をかけたところから、不登校の様子を知っ

た。CSW につながったことで本人家族へこども宅食やイベントの

案内などを通じて家族支援のアウトリーチを行い、信頼関係を構築

した。タイミングを待ち、本人の希望で学習支援に参加するように

なったことで自信をつけ、登校できるようになった。 

支援の内容 ①父の病気について家族会や制度の紹介 

②CSWのアウトリーチ(こども宅食の支援) 

③野菜収穫体験などのイベントや学習支援の案内 

つながるポイント 主任児童委員や民生・児童委員等地域住民の強みは、普段の子ども

たちや家庭の変化に最も早く気づくことができることです。 

本事例では、主任児童委員が母親の変化に気づき、CSW に連絡・

相談したことで、CSW・主任児童委員が中心となり家庭全体の生活

支援（ファミリーサポート）を行うと共に、学校と連携して学習支

援や不登校支援につながった多職種連携・地域協働の好例です。 

 

 

 

 

 

 

【用語説明】 

「民生委員」…民生委員法で設置が定められ、厚生労働大臣から委嘱を受けた特別職の地

方公務員です。地域住民からの相談に対し、社会福祉の精神をもって住民の立場で相談に

応じ、住民が尊厳をもってその人らしい自立した生活ができるように支援を行い、誰もが

安心して暮らすことのできる地域社会づくりをめざして活動しています。 

「児童委員」…児童福祉法によって民生委員が児童委員を兼ねることとなっており、地域

の子ども、妊産婦、母子家庭等に関する相談支援、情報提供に応じるほか、地域全体で子

どもを育てる取り組みの展開や児童虐待の防止などの活動に取り組んでいます。 

「主任児童委員」…児童福祉に関わる事項を担当し、民生委員・児童委員の一員として活

動にも関わります。 
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事例 ３ 不登校の原因が弟妹の世話をしているヤングケアラーという課題

がわかり支援につながった事例 

相談経路 学校→SSW→民生委員・CSW 

家族の状況 母子世帯、小学生の本人と妹と弟 

ケース概要 当初は本人の不登校が続いていたが、学校が生徒の休む理由につい

て弟妹の世話であると気づき、ヤングケアラーとしてケース会議を

行った。民生委員と CSWが訪問する中で、生活に困窮しているこ

とが分かる。母が夜間仕事をすることがあり、本人は母が帰宅する

までの間、弟妹の世話を担っている。母の体調が悪いと子の世話が

できないため、本人が学校を休むこともある。子ども達の衣類は汚

れている。警戒心から母は学校への相談を拒んでいた。 

支援の内容 ①就学援助の手続き支援 ②リユースの洋服などの支援 

③食材支援を通じたアウトリーチ ④保育園の手続き支援 

⑤生活費の貸付 ⑥学習支援 ⑦家の片づけ 

つながるポイント 今話題になっているヤングケアラーの支援事例です。ヤングケアラ

ーの課題は本人自体が問題ではなく、本人が社会とのつながりを十

分に持つことができず、将来社会的孤立に陥る可能性が高くなると

いうまさに、個人と社会との関係に焦点を当てるソーシャルワーク

の課題でもあるという点です。「事例１」で紹介したとおり、学校内

での問題をいち早く発見できるのは教職員です。不登校という現象

面での問題の本質的な理由について、理解（アセスメント）し支援

を行うことがソーシャルワークの本来の目的です。ヤングケアラー

の問題に対しても、多職種連携・地域協働が必要不可欠であること

がわかる好例です。 

 

 

 

【用語説明】 

「ヤングケアラー」…法律上の定義はありませんが、家事や家族の世話など本来は大人が

担うような負担や責任を日常的に担い、家庭の支え手となっている子どものことをいい

ます。責任や負担が大きいと学校生活や友人関係に影響が出たり心身に不調を感じたり

する場合があり、負担軽減など支援が必要です。 
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Ⅱ. 学校・養護教諭と CSW・主任児童委員等の協働支援事例 

養護教諭は、校内での子どもたちの身体的精神的問題に気づきやすく、養護教諭の役割は、学校
と福祉の協働を行うための重要なキーパーソンであるといえます。養護教諭と CSW 等との連携

協働も必要不可欠です。ここでは、学校・養護教諭と福祉との連携協働に絞って事例を紹介します。 
 

事例 ４ 母親の精神的な不調で朝に送り出しができず不登校になっている

子どもの事例 

相談経路 養護教諭→学校→学校でケース会議(主任児童委員・CSW) 

家族の状況 両親と小学生の本人と未就学の子が３人、母親は精神的に不安定 

ケース概要 転居してきたばかりで近隣に知り合いがいない。父は仕事が忙し

く、母が孤立し不安感が高まって精神的な落ち込みがあり、朝が起

きられない。両親共に手続きが苦手。本人は学校が好きだが、朝起

きられず学校の先生が毎日迎えに行っている。母は育児疲れから家

事もできない状況が続き、学校の手続きもうまくできない。片付け

支援で整頓できたことから本人自身で登校準備ができるようにな

り登校できる日が増える。 

支援の内容 ①見守りとしてのこども宅食 ②保育園の手続き 

③母の通院支援 ④家の片づけ 

⑤生活支援へルパーの派遣(定期的な家の清掃) 

⑥役所などの手続き 

つながるポイント 本事例では、教職員の連携がとても円滑にできていることが想像で

きます。家庭の厳しい状況や生徒の精神的問題に気づいた養護教諭

が、学校・担任教師に相談し担任が毎日、生徒の登校を支援されて

います。担任だけが登校支援を行う事は、教師にとっても負担が大

きすぎることに加え、本質的な問題解決になりません。そこで、ケ

ース会議を開き、学校が行うべき事と CSWや主任児童委員が行う

支援の役割分担が明確にできています。このケースも、学校と福祉

の協働により多職種連携・地域協働が必要不可欠であることがわか

る好例です。まさに、“助け上手・助けられ上手”の事例です。 

50



事例 ５ 養護教諭が衣類のにおいに気づき、CSW につながったことから世

帯への対応ができた事例 

相談経路 養護教諭→学校→SSW→CSW 

家族の状況 母子世帯、こども三人(小学生) 

ケース概要 母は仕事が忙しく、片づけや洗濯ができず家事がうまくこなせない

ため、自宅の衛生環境が良くない。子の衣類が臭ってしまい、クラ

スで目立ってきている。保護者は、生活に追われ、学校の手続きや

子どもの通院、散髪なども手が回らないことが分かる。母の頑張り

を支持しながら家庭の状況を把握し、子の困り感から支援を広げ、

少しずつ生活を改善することができた。学校とは情報を共有しなが

ら対応できる体制を継続している。 

支援の内容 ①子の通院介助 ②手続き支援(就学援助、給食費の支払い)  

③学習支援・子ども食堂(送迎付き)の案内 ④見守り 

⑤散髪ボランティア ⑥生活支援へルパーの派遣(掃除・洗濯) 

⑦家賃の安い家への転居支援 

つながるポイント 養護教諭は、児童生徒が学校内において最も安心して家庭の困りご

とを相談できる教職員であるといえます。本事例は、まさに子ども

たちの身体的・精神的問題に気づきやすいといった養護教諭の特徴

を活かした支援事例です。他の事例と同様、学校内で早期に発見し

た問題を、CSW や主任児童委員といった福祉関係者と個々の特徴

を活かして役割分担を行い支援につながった“助け上手・助けられ

上手”の好例です。 

 

 

 

 

【市社協活動紹介】 

「生活支援ヘルパー」…市社協が支援を行うケースのうち、子どもに対する支援が必要と

判断された世帯を対象にエンゼルヘルパーを派遣します。利用者負担金は若林エンゼル

基金（市民（故人）が社協へ寄贈した趣旨に基づき寄付金を原資に設置した基金）より支

出しています。 
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事例 ６ 養護教諭が家庭環境の変化から不登校になった児童を心配し支援

につながった事例 

相談経路 養護教諭→学校→SSW→CSW 

家族の状況 父子世帯、小学生の子ども 2人、母親は亡くなっている 

ケース概要 母と死別し父子家庭となってから、長女が不登校に。心配した学校

からの相談で見守り宅食を始める。訪問の中で夕食はコンビニ弁当

が多く、長女が家事を担っていることが分かる。父には借金があり、

子ども達の生活費が足りていない。宅食を続けていると、その日は

食事の心配がいらないことから、子どもらしい顔つきで待っていて

くれるようになる。家事支援も入ることで長女の負担が軽減でき

た。また、野菜収穫体験に祖母が一緒に参加してくれたことから祖

母ともサポート体制を連携できた。 

支援の内容 ①宅食(毎週) ②父の破産手続き支援 

③子ども食堂や文化活動の案内、参加時の送迎 

④生活支援へルパーの派遣(家の掃除) ⑤役所などの手続き支援 

つながるポイント 本事例も、まさに子どもたちの身体的・精神的問題に気づきやすい

といった養護教諭の特徴を活かした支援事例です。他の事例と同

様、学校内で早期に発見した問題を、CSW や主任児童委員といっ

た福祉関係者と個々の特徴を活かして役割分担を行い支援につな

がった“助け上手・助けられ上手”好例です。 

 

 

 

 

 

【市社協活動紹介】こども宅食事業 

新型コロナの影響で市内の子ども食堂 

などの開催が困難になり、子育て世帯 

の見守りができにくい状況から、CSW 

が相談を受けている世帯を対象に、 

見守りを目的として実施。寄付食品を活用すると共にお弁当

は、社会福祉法人愛和会の社会貢献活動の一環として無償で

提供いただいています。食のアウトリーチを通じて普段の相

談では見えにくい日常の様子を知ることもできます。 
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Ⅲ. 外国人世帯に対する学校と福祉の協働支援事例 

外国人市民の増加に伴い、外国人世帯に対する学校と福祉の協働支援も非常に重要な今日的課
題となっています。ここでは、外国人世帯への学校と福祉の協働支援事例を紹介します。 

 

事例 ７ 市の外国人向け相談窓口からつながった困窮する子育て中の外国

人世帯の事例 

相談経路 人権政策課→CSW→国際交流協会・主任児童委員・小学校 

家族の状況 外国人留学生の父と母、子ども 3人(小学生と乳幼児) 

ケース概要 新型コロナの影響で父の就職内定が取り消しになり、生活が困窮し

相談につながる。最初に市の外国人向け相談窓口へ相談したことか

ら担当課より CSWに相談が入る。母は日本語を少し話せるが読み

書きはできず、家事と育児で疲れている。保育園入園の支援で育児

の負担を減らし、就労支援により母の仕事が決まる。主任児童委員

とは同行訪問して顔つなぎし、学校とも情報共有できる。母の負担

感や孤立感が大きいことから、定期的に話を聞き困りごとの把握と

対応を継続。外国人支援の団体とも連携を継続している。 

支援の内容 ①新型コロナ対策の支援金の給付手続き 

②リユースの洋服や家電などを提供 

③食材支援を通じたアウトリーチ ④保育園の手続き支援 

⑤生活費の貸付 ⑥市役所等で日本語の書類を説明支援 

⑦両親の就労支援(くらし支援課・NPOと連携) 

⑧ビザの手続き支援（国際交流協会・NPOと連携） 

つながるポイント 本事例は、生活困窮相談から問題が顕在化し、単に経済的支援にと

どまらず食材支援や母親の精神的支援および夫婦の就労支援等複

合的問題に関して、行政と CSWや主任児童委員による連携・協働

により外国人世帯の社会的孤立防止に向けたファミリーサポート

につながった好例です。 
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事例 ８ 登校の見守り活動をしている民生委員が気にかけて学校につない

だ外国人の母子世帯で子に障害がある事例 

相談経路 民生委員→学校→CSW 

家族の状況 外国人の母子世帯、小学生の子どもは障害をもっている 

ケース概要 母は、日本語での日常会話は出来るものの読み書きはできない。子

どもの療育について情報がなく、障害福祉サービスにつながってい

ない為、一人で対応しており疲弊。療育について学校との意思疎通

もできずにいた。また、子のことで近隣とトラブルも起きており、

地域から孤立していた。このような現状を知った民生委員から

CSW に相談があり支援につながった。母の話をよく聞くと療育に

関する悩みが主訴であり、サービスにつなげたことで信頼関係を築

くことができた。近隣とのトラブルも解消し気にかけてくれる存在

に変わった。以後は民生委員と学校の両方と連携しながら、困り感

をその都度キャッチしタイムリーな支援が可能となった。母と信頼

関係ができたことから継続した相談支援ができ、野菜収穫体験に親

子で参加してもらうなど、つながりの輪が広がる。 

支援の内容 ①見守りアウトリーチ 

②障害福祉サービス等の手続き(支援機関との面談に同席) 

③子の受診同行 ④母の就労支援 

⑤日本語の書類の説明 ⑥地域行事を案内 

つながるポイント 主任児童委員や民生・児童委員等地域住民の強みは、普段の子ども

たちや家庭の変化に最も早く気づくことができることです。 

本事例では、民生委員が日本語の理解が難しく地域から孤立してい

る母親に気づき、CSWに連絡・相談したことで、CSW・民生委員

が中心となり障害があるお子さんの支援を含めて、多職種連携によ

り家庭全体の生活支援を行うと共に、地域のボランティアの方々と

協働して、この世帯の社会的孤立を防止したファミリーサポートの

好例です。 
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【市社協活動紹介】子ども食堂 

市社協の共催で実施する子ども食堂は CSWが相談を受けた子

ども達が対象。学習支援などを通じた子どもへのサポートとあ

わせて家族への相談支援も CSWが対応。 

社協が豊中子ども食堂ネットワークの事務局を担い、「とよな

か子ども食堂マップ」も作成しています。（P.1４～1５参照） 

子どもの居場所ポータル 
サイト「いこっと」 

【市社協活動紹介】野菜収穫体験 

定年後の男性の居場所として始まっ

た「豊中あぐり」による体験型農園「豊

中あぐりパーク」では夏の野菜収穫や

秋の芋ほりなどを実施。普段はイベン

トに参加しにくい親子にも楽しんで

もらえる機会となり、子どもから話し

てくれるきっかけにもなっています。 

↑2022 年あぐり

パークで初めての

れんげまつり 

豊中市では、子ども食堂や無料・低額の学習支援などの地域の

多様な居場所づくりを推進しており、居場所の立ち上げや運

営・資金面の支援を行うとともに、学校や関係機関との交流会

などを通じてネットワークづくりを行っています。 

５．関係機関一覧（相談窓口） 

●児童生徒課 創造活動係 【不登校、SSWなどに関する相談】 

TEL：06-4866-6371   服部西町 4-13-1（青少年交流文化館いぶき内） 

●児童生徒課 生徒指導係 【小・中学生のいじめ、問題行動などに関する相談】 

TEL：06-6866-0101   服部西町 4-13-1（青少年交流文化館いぶき２階） 

●こども相談課 こども家庭相談係 【児童虐待などに関する相談】 

TEL：06-6852-8448   岡上の町 2-1-15（豊中市すこやかプラザ 2階） 

●豊中市社会福祉協議会 地域支援課 【CSWへの相談】 

TEL：06-6848-1279   岡上の町 2-1-15（豊中市すこやかプラザ 2階） 
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～ おつかれさまでした ～ 

アンケートのお願いについて 

 今後の本研修会充実のため、アンケートに御協力ください。 

動画視聴後に、下記の QRコードまたは別添のアンケート用紙へ

回答のご協力をお願いします。 

最終回答期限：令和 7年 5月 31日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ】 

沖縄県社会福祉協議会  

福祉人材研修センター（担当：金城） 

〒903-8603  

那覇市首里石嶺町４－３７３－３  

県総合福祉センター 西棟３Ｆ 

   TEL：(098)882-5703  FAX：(098)887-1071 

  E-mail:kensyuu@okishakyo.or.jp 

 

アンケート 

主任児童委員研修

(ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ配信) 
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